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一
、
問
題
の
所
在

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
六
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
0
0
七
年
）
所
収
文
献
の
う
ち
、
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』

『
平
王
問
鄭
寿
』
『
平
王
与
王
子
木
』
は
い
ず
れ
も
楚
王
に
関
わ
る

故
事
と
い
う
点
で
共
通
し
た
性
格
を
も
つ
。
は
じ
め
に
陳
侃
芥
「
釈

文
考
釈
」
（
以
下
、
原
釈
）
の
排
列
に
し
た
が
い
、
『
荘
王
既
成

申
公
臣
霊
王
』
の
構
成
を
略
述
す
る
[
図

[
r

ま
ず
簡

1
か
ら
簡

4
の
上
段
ま
で
に
『
荘
王
既
成
』
章
が
書
写

さ
れ
、
簡

4
の
『
荘
王
既
成
』
章
本
文
の
末
尾
に
符
号
（
墨
鉤
）

が
付
さ
れ
て
い
る
。
符
号
の
後
、
約
一
字
分
の
空
白
に
つ
づ
い
て

簡
4
下
段
か
ら
簡

9
ま
で
に
『
申
公
臣
霊
王
』
章
が
書
写
さ
れ
、

簡
9
の
『
申
公
臣
霊
王
』
章
本
文
の
末
尾
に
も
同
様
に
符
号
（
墨

別
筆
と
篇
題
『
上
博
（

六

）

』

中
国
研
究
集
刊
生
号
（
総
四
十
七
号
）
平
成
二
十
年
十
二
月
二
四
ー
四
二
頁

所
収
楚
王
故
事
四
章
の
編
成
ー

鉤
）
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
と
は
異
な
り
符
号
の
後
は
文
字

の
な
い
空
白
（
白
簡
）
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
簡
1
の
背
面

中
央
に
「
荘
王
既
成
」
の
四
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
二

章
一
組
の
文
献
で
、
は
じ
め
の
章
の
冒
頭
四
字
を
と
っ
て
篇
題
と

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
原
釈
の
排
列
に
対
す

る
異
論
は
提
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
内
容
・
形
式
の
両
面
か
ら
妥
当

な
復
原
と
見
な
さ
れ
る
（
注
l
)
0

一
方
『
平
王
問
鄭
寿
』
『
平
王
与
王
子
木
』
に
つ
い
て
は
、
原
釈

の
排
列
に
対
し
て
複
数
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

『
平
王
与
王
子
木
』
の
簡
1
と
簡

2
と
の
間
に
簡
5
が
位
置
す
る

と
い
う
凡
国
棟
「
《
上
博
（
六
）
》
楚
平
王
逸
篇
初
読
」
（
「
簡
吊
」

網
、
二

0
0七
年
七
月
九
日
）
の
指
摘
は
、
従
う
べ
き
妥
当
な
見

解
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
平
王
問
鄭
寿
』
『
平
王
与
王
子
木
』
の
両
篇

福

田

哲

之

(24) 



一

平

王

問

鄭

寿

平

王

与

王

子

木

―

寿
1

—
寿
2

ー
寿
3

ー
寿
4
|

＇
寿5
|

．
寿6
_

．
木1
（
符
号
前
・
後
）
ー
木
5
|

＇
木2
—
木
3

ー
木
4

ー
寿
7

（
符
号
）

〇
修
正
案

に
わ
た
る
組
み
替
え
案
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
沈
培
「
《
上
博

（
六
）
》
中
《
平
王
問
鄭
寿
》
和
《
平
王
与
王
子
木
》
応
是
連
続
抄

写
的
両
篇
」
（
「
簡
吊
」
網
、
二

0
0
七
年
七
月
十
二
日
）
お
よ
び

何
有
祖
「
《
平
王
問
鄭
寿
》
末
簡
帰
属
問
題
探
論
」
（
「
簡
吊
」
網
、

二
0
0七
年
七
月
十
三
日
）
で
あ
る
。
沈
培
氏
は
『
平
王
問
鄭
寿
』

簡
6
と
『
平
王
与
王
子
木
』
簡
1
と
の
接
続
を
指
摘
し
て
両
者
は

連
写
さ
れ
た
一
組
の
文
献
で
あ
る
と
し
、
何
有
祖
氏
は
『
平
王
与

[
図
-
]
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
の
構
成
（
以
下
、
算
用
数
字
は
竹
簡
編
号
）

申
公
臣
霊
王

ー
荘
王
既
成
ー
ー
—

|
|
1

1
|
2
ー
3
|
4
（
符
号
前
・
後
）
ー
5
|
6
_
7
|
8
|
9
（符号）

王
子
木
』
簡
4
と
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
と
の
接
続
を
指
摘
し
て

『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
は
『
平
王
与
王
子
木
』
の
末
尾
簡
で
あ
る

と
す
る
。
両
氏
に
よ
れ
ば
、
原
釈
で
は
残
映
本
と
さ
れ
た
『
平
王

問
鄭
寿
』
と
『
平
王
与
王
子
木
』
と
が
そ
れ
ぞ
れ
首
尾
完
全
な
形

で
復
原
さ
れ
、
し
か
も
両
者
は
別
個
の
篇
で
は
な
く
『
荘
王
既
成

申
公
臣
霊
王
』
と
同
様
、
符
号
（
墨
鉤
？
）
（
注
2
)

に
よ
っ
て
区
分
さ

れ
た
二
章
一
組
の
文
献
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
[
図
二

r

[
門
-
]
『
平
王
問
鄭
寿
』
『
平
王
与
王
子
木
』
の
構
成
（
以
下
略
号
、
寿
…
『
平
王
問
鄭
寿
』
、
木
…
『
平
王
与
王
子
木
』
）

〇
原
釈

平
王
問
鄭
寿

寿
1
ー
寿
2
ー
寿
3
ー
寿
4
…
…
寿
5
ー
寿
6
…
…
寿
7
（符号）

9
9
9
9
•

上
一
篇
一
平
王
与
王
子
木
，
＇
’

…
•
•
•
木
1

（
符
n
グ
前
・
後
）
ー
木
2

ー
木
3

ー
木
4

…
…
木
5

(25) 



た
だ
し
両
氏
の
見
解
に
は
疑
問
点
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
未
だ

確
証
を
得
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の

問
題
は
『
平
王
問
鄭
寿
』
『
平
王
与
王
子
木
』
の
み
な
ら
ず
『
荘
王

既
成
』
『
申
公
臣
霊
王
』
を
含
む
四
章
全
体
の
関
係
性
の
な
か
で
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
一
定
の
検
証
が

可
能
と
な
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
竹
簡
の
形
制
と

字
体
と
を
中
心
に
、
楚
王
故
事
四
章
の
編
成
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
て
み
た
い
。

二
、
形
制
と
字
体

そ
れ
で
は
ま
ず
竹
簡
の
形
制
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
て
み
よ
う
。

は
じ
め
に
原
釈
の
分
篇
に
し
た
が
い
、
各
簡
の
デ
ー
タ
を
整
理
し

て
掲
げ
る
（
末
尾
[
別
表
]
参
照
）
O

い
ず
れ
も
編
線
は
両
道
ヽ
簡

端
は
平
斉
で
共
通
し
て
い
る
。
簡
長
は
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』

と
『
平
王
問
鄭
寿
』
『
平
王
与
王
子
木
』
と
で
最
大

0
．
九
セ
ン
チ

の
差
が
あ
る
が
、
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
の
同
一
篇
内
に
お

い
て
も
最
大

0
•
八
セ
ン
チ
の
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
篇
は
か

な
り
接
近
し
た
数
値
を
示
す
と
見
て
よ
い
。
と
く
に
『
平
王
問
鄭

寿
』
と
『
平
王
与
王
子
木
』
と
の
間
に
は
顕
著
な
共
通
性
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7

（
三
十
三
・
ニ
セ
ン
チ
）

を
除
い
て
『
平
王
問
鄭
寿
』
と
『
平
王
与
王
子
木
』
と
の
竹
簡
の

簡
長
は
い
ず
れ
も
三
十
三
セ
ン
チ
で
、
契
口
間
の
距
離
も
合
致
し

て
い
る
。

続
い
て
字
体
の
分
析
に
移
る
。
三
篇
の
本
文
に
は

A
.
B
.
c

の
三
種
の
字
体
が
認
め
ら
れ
る
。
各
字
体
を
例
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
て
み
よ
う
。

A
.
B
は
と
も
に
骨
太
の
直
線
的
な
点
画
を
特
色
と
し
、
全
体

的
に
書
風
が
類
似
し
て
い
る
[
図
三
]
[
図
四

r
た
だ
し
ヽ
A
は

一
字
の
結
構
が
安
定
し
線
質
も
均
一
で
あ
る
の
に
対
し
、
B
は
一

字
の
結
構
が
不
安
定
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
細
く
柔
弱
な
線
を
交
え
、

稚
拙
な
様
相
が
看
取
さ
れ
る
。
『
平
王
与
王
子
木
』
簡
4
は
他
の

B

に
比
べ
て
や
や
字
形
が
大
き
く
A
に
近
い
が
、
結
構
の
不
安
定
さ

は
B
に
固
有
の
特
色
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は

B
の
書
写
者

が
A
に
倣
っ
て
書
い
た
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に

A
.
B
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
書
写
者
と
見
な
さ
れ
る
も
の
の
、
か
な

り
近
い
関
係
に
あ
っ
た
形
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

C
は
弾
力
の
あ
る
曲
線
を
点
画
の
特
色
と
し
、

A
.
B
と
は
大
き

く
異
な
る
[
図
五
]
゜

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
字
体
は
本
文
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
分
布

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
把
握
す
る
た
め
に
、
簡
ご

と
の
字
体
の
分
布
を
図
示
す
る
[
図
六

r
字
体
A
は
『
荘
王
既
成

申
公
臣
霊
王
』
簡
1
か
ら
簡
9
お
よ
び
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
1
か

ら
簡
6
、
字
体
B
は
『
平
王
与
王
子
木
』
簡
1
か
ら
簡
5
、
字
体

(26) 



[
図
己

字
体
A

（
右
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
簡
1
正
、
中
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
簡
6
、
左
『
平
王
問
鄭
寿
』
筋
3
)

騎
守
た
、幽
疇
鍼
T
枷

"
L●>

ー広；

・
¢怠
ヂ
ゞ
逗

少
藝
；
し

思

主

遍
り：
雨
’

[
図
四
]
字
体

B

（
右
『
平
王
与
王
子
木
』
簡
3
、
左
『
平
王
与
王
子
木
』
簡

4
)

躁
B
i費、
仔
俎
緬
爾

tit
（外
・

g
g
o
e
^^醤詔巫翠

i

[
図
五
]
字
体
C

(
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
)

i

幻
）
ふ
酎
志
",‘,
．

笙
、式
斎

“
h

(27) 



一

平

王

問

鄭

寿

平

王

与

王

一

寿
1
ー
寿
2
ー
寿
3
ー
寿
4
ー
寿
5
ー
寿

6
I木
1
（
符
号
前
・
後
）
ー
木
5
ー
木
2
ー
木
3
ー
木
4
ー
寿
7
（符号）

A

A

A

A

A

A

B

C

 

〇
修
正
案

9
9
9
9
•

上
篇
一
平
王
与
王
子
木
'
’
’

…
…
木
B
1
（
符
号
前
・
後
）
ー
木
％
ー
木
恥
ー
木
臼
…
…
木
民

平
王
問
鄭
寿

寿
州
ー
寿
的
ー
寿
％
ー
寿
A
4
…
…
寿
峠
ー
寿
％
…
…
寿
C
7
（
符
号
）

〇
原
釈

『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』

l
荘

王

既

成

―

申

公

臣

霊

王

一

1
|
2
|
3
|
4
（
符
号
前
・
後
）
1
5
|
6
|
7
_
8
|
9
（
符
号
）

A

A

A

A

A

A

A

A

A

 

『
平
王
問
鄭
寿
』
『
平
王
与
王
子
木
』

[
図
六
]
竹
簡
別
字
体
分
析

(28) 



C
は
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
の
み
に
認
め
ら
れ
る
。

『
平
王
問
鄭
寿
』
『
平
王
与
王
子
木
』
の
修
正
案
に
よ
れ
ば
、
連

写
さ
れ
た
前
半
の
『
平
王
問
鄭
寿
』
章
と
後
半
の
『
平
王
与
王
子

木
』
章
と
は
字
体
を
異
に
し
、
し
か
も
字
体
C

(
『
平
王
問
鄭
寿
』

簡
7
)
は
そ
の
最
末
尾
に
位
置
し
た
こ
と
に
な
る
。
『
平
王
問
鄭
寿
』

簡
7
は
わ
ず
か

O・

ニ
セ
ン
チ
な
が
ら
、
簡
長
に
お
い
て
も
唯
一

他
の
諸
簡
と
相
違
し
て
お
り
、
字
体
と
形
制
と
の
間
に
何
ら
か
の

相
関
が
考
慮
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
形
制
・
字
体
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
る
と
以

下
の
五
点
と
な
る
。

①
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
『
平
王
問
鄭
寿
』
『
平
王
与
王

子
木
』
の
形
制
は
、
簡
長
が
わ
ず
か
に
相
違
す
る
も
の
の
、

他
の
諸
点
は
す
べ
て
共
通
す
る
。

②
『
荘
王
既
成
』
と
『
申
公
臣
霊
王
』
と
は
形
制
・
字
体
と
も

に
共
通
す
る
。

③
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
と
『
平
王
問
鄭
寿
』
（
簡
7
を

除
く
）
と
は
字
体
が
共
通
す
る
。

④
『
平
王
問
鄭
寿
』
（
簡
7
を
除
く
）
と
『
平
王
与
王
子
木
』
と

は
形
制
は
共
通
す
る
が
字
体
は
相
違
す
る
。

⑤
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡

7
は
、
他
の
諸
簡
と
簡
長
・
字
体
と
も

に
相
違
す
る
。

次
章
で
は
こ
れ
ら
の
諸
点
を
踏
ま
え
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
と
『
平

-
｀
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
6
と
『
平
王
与
王
子
木
』
簡
1
と
の

編
聯

王
与
王
子
木
』
と
の
編
聯
問
題
の
う
ち
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
6
と

『
平
王
与
王
子
木
』
簡
1
と
の
編
聯
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み

よ
う
。『

平
王
問
鄭
寿
』
簡
6
と
『
平
王
与
王
子
木
』
簡
1
と
の
編
聯

を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
6
の
末
尾

字
の
釈
読
の
問
題
に
言
及
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
釈

が
当
該
字
を
「
弟
」
と
釈
読
し
た
の
に
対
し
、
何
有
祖
「
読
《
上

博
六
》
札
記
」
（
「
簡
吊
」
網
、
二

0
0七
年
七
月
九
日
）
は
、
「
弗
」

に
改
め
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。
上
述
し
た
沈
培
「
《
上
博
（
六
）
》

中
《
平
王
問
鄭
寿
》
和
《
平
王
与
王
子
木
》
応
是
連
続
抄
写
的
両

篇
」
は
、
こ
の
何
有
祖
氏
の
改
釈
に
従
い
、
冒
頭
が
「
智
（
墨
鉤
？
・

＋
空
白
）
競
坪
王
命
王
子
木
」
で
始
ま
る
『
平
王
与
王
子
木
』
簡

1
の
前
に
、
末
尾
が
「
…
…
答
日
臣
弗
」
で
終
わ
る
『
平
王
問
鄭

寿
』
簡
6
が
接
続
し
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
の
最
後
を
締
め
く
く
る
平

王
へ
の
鄭
寿
の
回
答
は
「
臣
弗
智
（
知
）
」
（
臣
知
ら
ず
）
で
あ
っ

た
と
の
見
解
を
提
起
す
る
の
で
あ
る
。

改
釈
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
お
よ
び
同
筆
と

見
な
さ
れ
る
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
に
「
弟
」
「
弗
」
両
字

(29) 



沢

『
平
王
問
鄭
寿
』
筋
6
末
尾
字

『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
簡
3

の
用
例
が
な
い
た
め
直
接
的
な
字
形
の
比
較
は
で
き
な
い
が
、
『
荘

王
既
成
』
に
見
え
る

「
四
」
字
の
形
体
が
参
考
に
な
る
。

両
者
を

比
較
す
る
と
薄
く
不
鮮
明
な
左
側
の
上
下
に
掠
法
（
左
払

い
）
の

上
端
（
矢
印

a)
お
よ
び
下
端
（
矢
印
b
)
の
墨
痕
の
残
存
が
確

認
で
き
る
よ
う
で
あ
る
[
図
七

r
薄
れ
た
墨
線
と
汚
れ
と
の
判
別

が
困
難
で
あ
る
た
め
、
字
形
の
細
部
に
つ
い
て
は
な
お
十
分
に
把

握
し
が
た
い
点
が
残
る
が
、
少
な
く
と
も
掠
法
の
痕
跡
の
存
在
か

ら、

「弗
」
字
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
の
余
地
は
あ
る
ま
い
。

そ
れ
で
は
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
6
と

『
平
王
与
王
子
木
』
簡
1

と
の
編
聯
の
検
討
に
移
ろ
う
。
ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、

[
図
七
]
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
6
末
尾
字
の
掠
法
の
痕
跡
（
矢
印
部
分）

否
定
詞
「
弗
」
の
語
法
上
の
性
格
で
あ
る
。
「
弗
」
と
同
様
一
般
的

な
否
定
を
表
す
「
不
」
は
、
後
ろ
の
動
詞
が
他
動
詞

・
自
動
詞
の

い
ず
れ
で
も
よ
く
、
賓
語
が
あ

っ
て
も
な
く
て
も
よ

い
の

に
対
し
、

「
弗
」
の
後
ろ
の
動
詞
は
一
般
的
に
他
動
詞
で
あ
り
、
し
か
も
動

詞
の
後
ろ
に
は
し
ば
し
ば
賓
語
を
伴
わ
な
い
（
王
力
「
古
漢
語
通

論
」
〈
『
古
代
漢
語
（
修
訂
版
）
』
中
華
書
局
、

一
九
八
五
年
〉
参

照）

。
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
6
と
『
平
王
与
王
子
木
』
筋

1
と
の
編

聯
に
よ
っ
て
復
原
さ
れ
る
『
平
王
問
鄭
寿
』
末
尾
の
本
文
「
答
日
‘

臣
弗
智
（
知
）
。
」
は
、
こ
う
し
た
「
弗
」
の
語
法
上
の
性
格
と
整
合

し

（注
3
)

、
逆
に
、
後
ろ
に
賓
語
を
伴
わ
な
い
他
動
詞
を
冒
頭
に
も

「
四
」
字
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ち
、
し
か
も
文
意
に
お
い
て
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
6
の
上
文
と
の

接
続
が
可
能
で
あ
る
と
の
二
条
件
を
満
た
す
後
続
簡
は
、
『
平
王
与

王
子
木
』
簡
1
以
外
に
は
見
い
だ
し
難
い
よ
う
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
6
末
字

「
弗
」
が
否
定
詞
で
あ
り
、
し
か
も
現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
『
平

王
問
鄭
寿
』
『
平
王
与
王
子
木
』
に
属
す
る
竹
簡
中
に
『
平
王
問
鄭

寿
』
簡
6
の
後
続
簡
が
存
在
す
る
と
の
前
提
に
立
っ
た
推
測
で
あ

り
、
両
者
の
接
続
を
直
接
的
に
裏
付
け
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
『
平
王
与
王
子
木
』
簡
1
を
詳
細
に
分
析

す
る
と
、
『
平
王
与
王
子
木
』
簡
1
冒
頭
の
「
智
」
字
と
そ
れ
以
外

の
『
平
王
与
王
子
木
』
の
文
字
と
の
間
に
字
体
の
相
違
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
く
。
こ
の
点
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ

こ
で
「
智
」
お
よ
び
類
似
の
形
体
を
も
つ
「
壽
」
「
誇
」
の
用
例
を

各
篇
ご
と
に
対
照
し
て
掲
げ
る
[
図
八
]
月
合

共
通
す
る
下
部
の
「
日
」
の
形
体
を
中
心
に
、
横
画
の
方
向
お

よ
び
一
字
の
構
造
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
同
じ
字
体
A
に

属
す
る
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
簡
6
の
「
智
」
字
お
よ
び
『
平

王
問
鄭
寿
』
簡

3
の
「
壽
」
字
の
用
例
を
見
る
と
、
横
画
の
位
置

は
す
べ
て
右
上
が
り
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
一
字
の
構
造
も
右

上
が
り
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
字
体

B
に
属

す
る
『
平
王
与
王
子
木
』
で
は
、
簡

1
冒
頭
第
一
字
以
外
の
簡
4

「
智
」
字
お
よ
び
簡

5

「
器
」
字
の
用
例
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も

横
画
の
位
置
は
右
下
が
り
か
水
平
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
一
字

の
構
造
も
大
半
が
右
下
が
り
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
字
体
B
の

結
構
が
全
体
的
に
や
や
緩
ん
だ
印
象
を
与
え
る
一
因
は
、
こ
う
し

た
右
下
が
り
構
造
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
が
[
図
八
]
の
上
部
に
掲
げ
た
ご
と

V
『
平
王
与
王
子

木
』
簡
1
の
冒
頭
の
「
智
」
字
は
明
瞭
な
右
上
が
り
構
造
を
も
ち
、

字
体
A
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
『
平
王
与
王
子
木
』
簡
1
冒
頭
の

「
智
」
字
の
み
が
字
体
A
に
属
し
、
第
二
字
以
降
「
競
坪
王
…
…
」

が
字
体
B
に
属
す
る
こ
と
は
、
字
体
A
に
属
し
て
冒
頭
部
に
同
じ

語
句
「
競
坪
王
」
を
も
っ
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
1
と
の
比
較
や
『
平

王
与
王
子
木
』
簡

1
に
散
見
さ
れ
る
不
安
定
な
結
構
を
も
つ
柔
弱

な
文
字
の
存
在
か
ら
も
十
分
に
裏
付
け
ら
れ
る
。

以
上
の
分
析
に
よ
っ
て
『
平
王
与
王
子
木
』
（
簡
7
を
除
く
）
は

簡
1
冒
頭
の
「
智
」
字
の
み
を
字
体
A
の
書
写
者
が
書
写
し
、
そ

れ
以
外
は
す
べ
て
字
体
B
の
書
写
者
が
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
す
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
状
況
が
生
じ
た
原
因
は
、
『
平
王
与
王

子
木
』
簡
1
冒
頭
の
「
智
」
字
が
そ
の
前
に
位
置
す
る
『
平
王
問

鄭
寿
』
の
末
尾
字
で
あ
っ
た
た
め
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
の
書
写
者
（
字

体
A
)
が
継
続
し
て
書
写
し
、
『
平
王
与
王
子
木
』
簡
1
第
二
字
以

降
の
『
平
王
与
王
子
木
』
か
ら
は
別
の
書
写
者
（
字
体

B
)
に
交

代
し
た
と
の
、
内
容
上
の
転
換
に
求
め
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
（
注
と
。
前
章
の
字
体
の
分
析
に
お
い
て
、
字
体
A
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[
図
八
]
『
平
王
与
王
子
木
』
簡

『
平
王
与
王
子
木
』
簡
4
「智」

『
平
王
与
王
子
木
』
筋

5

「誤」

『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』

簡

6

「智」

1
冒
頭
「
智
」

字
の
字
体
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次
に
何
有
祖
「
《
平
王
問
鄭
寿
》
末
簡
帰
属
問
題
探
論
」
が
提
起

す
る
『
平
王
与
王
子
木
』
簡

4
と
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
と
の
編

聯
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

沈
培
氏
は
先
に
引
い
た
論
文
の
末
尾
で
、
「
至
於
《
平
王
与
問
鄭

壽
》
第
七
簡
、
其
字
腔
典
内
容
奥
此
篇
無
闊
、
究
党
應
嘗
風
於
聯

一
篇
、
有
待
進
一
歩
研
究
」
と
述
べ
、
字
体
・
内
容
の
両
面
か
ら

『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
の
分
篇
に
つ
い
て
疑
問
を
提
起
し
て
い
る
。

四
、
『
平
王
与
王
子
木
』
簡
4
と
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
と
の

編
聯

と
字
体
B
と
が
類
似
し
た
面
を
も
ち
、
両
者
は
か
な
り
近
い
関
係

に
あ
る
と
の
推
測
を
述
べ
た
が
、
こ
の
点
は
章
の
移
行
に
と
も
な

う
書
写
者
の
交
代
と
い
う
書
写
状
況
と
も
整
合
す
る
。

本
章
に
お
け
る
分
析
を
通
し
て
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
と
『
平
王
与

王
子
木
』
と
の
両
章
を
別
の
書
写
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
分
担
し
、
し

か
も
同
一
簡
に
跨
る
形
で
連
写
し
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
る
。

こ
う
し
た
書
写
状
況
は
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
章
が
『
平
王
与
王
子
木
』

簡
1
冒
頭
「
智
」
字
で
完
結
し
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
と
『
平
王
与
王

子
木
』
と
は
二
章
連
写
の
形
式
か
ら
な
る
一
組
の
文
献
で
あ
る
と

の
沈
培
氏
の
見
解
に
対
す
る
有
力
な
証
左
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

よ
う
。

王
子
、
麻
を
知
ら
ず
。

王
子
、
楚
邦
に
君
た
る
を
得
ざ

ま
た
陳
剣
「
読
《
上
博
（
六
）
》
短
札
五
則
」
（
「
簡
吊
」
網
、

0
0
七
年
七
月
二
十
日
）
は
、
沈
培
氏
の
指
摘
を
承
け
、
以
下
の

ご
と
く
文
体
の
面
か
ら
新
た
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

沈
培
先
生
已
綬
指
出
、
此
簡
従
字
腔
到
内
容
都
典
《
平
王
問

鄭
壽
》
和
《
平
王
輿
王
子
木
》
（
雨
者
嘗
為
一
篇
）
無
闊
。
II

喪
II

II

望
II

似
乎
有
韻
、
其
腔
例
也
眼
《
平
王
問
鄭
壽
》
和
《
平
王

興
王
子
木
》
不
同
。
在
已
肢
表
的
上
博
簡
裏
、
没
有
技
到
眼

此
簡
有
闊
的
、
不
知
在
未
肢
表
部
分
裏
有
没
有
右
的
位
置
。

こ
の
よ
う
に
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
の
分
篇
に
つ
い
て
は
、
字

体
・
内
容
・
文
体
の
三
方
面
か
ら
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
内
容
に
つ
い
て
は
、
何
有
祖
氏
が
新
た

に
提
起
し
た
見
解
に
よ
り
一
応
の
解
決
が
は
か
ら
れ
る
。
何
有
祖

氏
に
し
た
が
え
ば
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
は
以
下
の
ご
と
く
『
平

王
与
王
子
木
』
簡
4
に
下
接
し
『
平
王
与
王
子
木
』
章
の
末
尾
に

位
置
し
た
こ
と
に
な
る
。

…
…
王
子
不
知
麻
。
王
子
不
得
君
楚
邦
、
或
不
得
【
木
4
】

喪
。
温
恭
淑
恵
、
民
是
嘗
望
。
L

（
墨
鉤
）
【
寿
7
】
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れ
ば
、
或
い
は
喪
ぶ
る
こ
と
を
得
ざ
ら
ん
。

民
是
れ
当
に
望
む
べ
し
。

温
恭
淑
恵
は
、

ま
た
、
陳
剣
氏
が
指
摘
す
る
文
体
に
つ
い
て
も
、
部
分
的
に
有

韻
の
句
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
状
況
も
な
お
考
慮
の
余
地
が
あ
り
、

章
末
の
王
子
木
に
対
す
る
成
公
の
諫
言
が
、
人
徳
す
ぐ
れ
た
君
主

こ
そ
民
の
望
み
で
あ
る
と
の
教
訓
的
な
四
字
二
句
で
結
ば
れ
て
い

た
と
の
解
釈
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
な
反
証
と
は
見

な
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
字
体
は
、
何
有
祖
氏
の
見

解
に
し
た
が
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
不
可
解
な
問
題

と
し
て
残
さ
れ
、
管
見
で
は
こ
の
点
に
対
す
る
打
開
案
は
未
だ
提

出
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
を
『
平
王
問
鄭
寿
』
あ
る
い
は
『
平

王
与
王
子
木
』
の
一
部
と
見
る
上
で
有
利
な
根
拠
と
な
る
の
は
、

竹
簡
の
形
制
面
に
お
け
る
共
通
性
で
あ
る
。
上
述
の
ご
と
く
、
『
平

王
問
鄭
寿
』
『
平
王
与
王
子
木
』
の
簡
長
が
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7

以
外
す
べ
て
三
十
三
セ
ン
チ
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
平
王
問
鄭
寿
』

簡
7
の
み
三
十
三
・
ニ
セ
ン
チ
と

0
．
ニ
セ
ン
チ
の
相
違
を
示
す

点
に
つ
い
て
は
、
な
お
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
契
口
位
置
の

点
か
ら
も
十
分
に
同
冊
の
範
囲
内
に
あ
り
、
現
在
公
表
さ
れ
た
上

博
楚
簡
の
全
体
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
簡
長
が
近
似
し
た
例
は

見
い
だ
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
や
や
穿
っ
た
見
方
に
な
る
が
、
顕
著

な
書
風
の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
釈
に
お
い
て
当
該
簡
が
『
平

王
問
鄭
寿
』
に
帰
属
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
未
公
表
の
文
献

の
中
に
お
い
て
も
、
他
に
帰
属
を
確
証
し
得
る
よ
う
な
別
篇
は
容

易
に
見
い
だ
し
難
い
こ
と
を
暗
示
す
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
の
帰
属
問
題

に
つ
い
て
は
、
字
体
の
相
違
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
が
最
大

の
焦
点
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る

の
は
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
と
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
簡

1
背
面
の
篇
題
「
荘
王
既
成
」
と
の
間
に
顕
著
な
字
体
の
共
通
性

が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
[
図
九

r
共
通
字
が
な

V
字
数
も
限
定

さ
れ
て
い
る
た
め
断
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
曲
線
を
主
体
と
す
る

点
画
の
形
体
や
右
回
転
に
よ
る
筆
法
な
ど
の
共
通
性
か
ら
、
『
平
王

問
鄭
寿
』
簡
7
と
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
簡
1
背
面
の
篇
題

と
が
書
写
者
を
同
じ
く
す
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ

る。
こ
う
し
た
別
筆
と
篇
題
と
の
関
連
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
『
上

海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
所
収
の
『
競
建
内
之
』
と
『
飽

叔
牙
与
阻
朋
之
諫
』
と
の
編
聯
問
題
で
あ
る
。
こ
の
両
篇
は
字
体

に
顕
著
な
相
違
が
あ
り
、
原
釈
で
は
前
者
が
「
競
建
内
之
」
（
『
競

建
内
之
』
簡

1
背
面
）
、
後
者
が
「
飽
叔
牙
与
開
朋
之
諫
」
（
『
飽

叔
牙
与
阻
朋
之
諫
』
簡
9
正
面
）
の
篇
題
を
も
つ
別
篇
と
さ
れ
た

が
、
陳
剣
「
談
談
《
上
博
（
五
）
》
的
竹
簡
分
篇
・
排
合
与
編
聯
問

(34) 
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日
口

『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
筋
1
背
面
、
篇
題
「
荘
王
既
成
」

題
」
（
「
筋
吊
」
網
、
二

0
0
六
年
二
月
十
九
日
）
に
よ
っ
て
両
篇

は
同
一
篇
（
『
飽
叔
牙
与
阻
朋
之
諫
』
篇
）
の
前
半
と
後
半
に
あ
た

り
、
『
競
建
内
之
』
簡

1
背
面
に
あ
る
「
競
建
内
之
」
の
四
字
は
字

体
・
内
容
と
も
に
本
文
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

さ
ら
に
祠
健
聡
「
上
博
楚
簡
（
五
）
零
札
（
一
）
」
（
「
簡
吊
」
網
、

二

0
0
六
年
二
月
二
十
四
日
）
に
よ
っ
て
、
原
釈
が
篇
題
と
し
た

『
競
建
内
之
』
簡
1
背
面
の
「
競
建
内
之
」
の
四
字
は
、
当
該
竹

書
を
「
競
建
」
な
る
人
物
が
納
入
し
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ

こ
れ

り
（
競
建
之
を
内
る
）
、
『
競
建
内
之
』
の
本
文
中
に
『
飽
叔
牙
与

阻
朋
之
諫
』
の
書
写
者
の
補
写
と
見
ら
れ
る
別
筆
の
文
字
が
散
見

さ
れ
る
こ
と
か
ら

（注
6
)

、
後
半
部
に
あ
た
る
『
飽
叔
牙
与
阻
朋
之

諫
』
は
『
競
建
内
之
』
に
続
い
て
補
完
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
補

正
に
携
わ
っ
た
人
物
が
あ
る
い
は
「
競
建
」
で
は
な
い

か
、
と
の

推
測
が
提
起
さ
れ
た
。

[
図
九
]
『
平
王
問
鄭
寿
』
筋
7
と
篇
題
「
荘
王
既
成
」
と
の
字
体
の
共
通
性

9
9
 

令
5^

，`
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1

『
競
建
内
之
』
本
文
〈
書
写
者

a
〉

↑
 

2

『
競
建
内
之
』
補
写
・
『
飽
叔
牙
与
阻
朋
之
諌
』
本
文
・
篇
題

〈
書
写
者

B
（
競
建
？
）
〉

↑
 

「
競
建
内
之
」
題
辞
〈
書
写
者

y
〉

篇
の
書
写
に
複
数
の
書
写
者
が
関
与
す
る
と
い
う
点
に
お
い

て
『
飽
叔
牙
与
阻
朋
之
諌
』
篇
は
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
と
『
平
王
与

王
子
木
』
と
の
書
写
の
実
態
を
考
察
す
る
上
で
参
考
に
な
る
。
『
平

王
問
鄭
寿
』
『
平
王
与
王
子
木
』
に
見
え
る
各
字
体
と
の
対
応
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
者
を
仮
に

A
.
B
.
C
と
し
、
『
平
王
問
鄭
寿
』

章
お
よ
び
『
平
王
与
王
子
木
』
章
の
書
写
状
況
を
以
下
に
示
し
て

み
よ
う
。

3
 

こ
れ
ら
の
見
解
に
し
た
が
い
『
飽
叔
牙
与
隔
朋
之
諌
』
篇
（
『
競

建
内
之
』
＋
『
飽
叔
牙
与
阻
朋
之
諫
』
）
の
書
写
状
況
を
示
す
と
以

下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

0
『
飽
叔
牙
与
隈
朋
之
諫
』
篇
の
書
写
状
況

0
『
平
王
問
鄭
寿
』
『
平
王
与
王
子
木
』
両
章
の
書
写
状
況

1
『
平
王
問
鄭
寿
』
本
文
（
寿
1
S
寿
6
お
よ
び
木
1
第
一
字

「
智
」
）
〈
書
写
者
A
〉

↑
 

2

『
平
王
与
王
子
木
』
本
文
（
木

1
第
二
字
「
競
」

S
木
4
)

〈
書
写
者
B
〉
↑
 

3

『
平
王
与
王
子
木
』
本
文
末
尾
（
寿
七
）
・
荘
1
背
面
「
荘
王

既
成
」
篇
題
〈
書
写
者
C
〉

こ
の
よ
う
に

A
が
『
平
王
問
鄭
寿
』
章
を
書
写
し
た
後
、

B
が

交
代
し
て
『
平
王
与
王
子
木
』
章
を
書
写
し
、
最
後
に

C
が
『
平

王
問
鄭
寿
』
章
の
末
尾
に
あ
た
る
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
を
書
写

す
る
と
と
も
に
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
簡
1
の
背
面
中
央
に

「
荘
王
既
成
」
の
四
字
（
篇
題
）
を
記
し
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
『
平
王
与
王
子
木
』
章
の
末
尾
簡
の
み
を
C
が
書
写
し
た
理

由
に
つ
い
て
は
十
分
に
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
先
の
『
飽
叔
牙

与
隈
朋
之
諫
』
篇
の
例
を
参
考
に
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
原
因
で
不

完
全
で
あ
っ
た
『
平
王
与
王
子
木
』
の
末
尾
を

C
が
補
写
し
た
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
ず
か

0
．
ニ
セ
ン
チ
な
が
ら
『
平

王
問
鄭
寿
』
簡

7
の
み
簡
長
が
異
な
る
こ
と
も
、
末
尾
の
竹
簡
が

(36) 



後
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
図
に
示
し
た

1
.
2
は
一
連
の
作
業
と
し
て
行
わ
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
の
に
対
し
、

1
.
2
と
3
と
の
間
に
は
時
間
・
空
間

の
両
面
に
お
け
る
非
連
続
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

先
に
字
体
の
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
ご
と
く
、
『
荘
王
既

成
申
公
臣
霊
王
』
お
よ
び
『
平
王
問
鄭
寿
』
の
書
写
者
A
と
『
平

王
与
王
子
木
』
の
書
写
者
B
と
は
共
同
で
書
写
に
携
わ
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
四
章
は
相
互
に
緊
密
な
関
係
を
有
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
の
字
体
C
が
『
荘
王
既
成

申
公
臣
霊
王
』
簡

1
背
面
の
篇
題
「
荘
王
既
成
」
と
共
通
す
る
と

の
事
実
は
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
が
楚
王
故
事
四
章
の
い
ず
れ
か

に
属
す
る
こ
と
を
示
す
具
体
的
な
根
拠
と
見
な
し
得
る
。
し
か
も

『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
は
符
号
（
墨
鉤
）
・
白
簡
の
形
式
を
も
ち
、

篇
末
に
位
置
し
た
こ
と
が
自
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
篇
末

が
確
定
し
て
い
る
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
篇
と
は
異
な
る
『
平

王
問
鄭
寿
平
王
与
王
子
木
』
篇
の
末
尾
、
す
な
わ
ち
『
平
王
与
王

子
木
』
章
の
末
尾
に
位
置
す
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
7
と
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
簡
1

背
面
の
篇
題
と
の
字
体
の
共
通
性
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

最
大
の
焦
点
で
あ
っ
た
字
体
の
問
題
に
つ
い
て
一
定
の
解
決
が
は

か
ら
れ
、
何
有
祖
氏
の
見
解
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
の
で
あ
る
。

五
、
楚
王
故
事
四
章
の
編
成

以
上
、
本
稿
で
は
沈
培
氏
・
何
有
祖
氏
の
見
解
を
中
心
に
『
平

王
問
鄭
寿
』
と
『
平
王
与
王
子
木
』
と
の
編
聯
問
題
に
つ
い
て
、

竹
簡
の
形
制
お
よ
び
字
体
の
面
か
ら
分
析
を
加
え
、
当
初
映
失
を

含
む
別
個
の
二
篇
と
さ
れ
た
『
平
王
問
鄭
寿
』
と
『
平
王
与
王
子

木
』
と
は
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
と
同
様
、
連
写
さ
れ
た
ニ

章
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
が
首
尾
完
全
な
形
で
復
原
さ
れ
る

こ
と
を
実
証
し
た
。
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
楚
王
故
事
四
章
の
編
成

に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
[
図
十

r

図
に
示
し
た
二
章
一
組
の
配
置
は
、

I
が
荘
王
（
在
位
前
六
一

三
ー
前
五
九
―
)
↓
霊
王
（
在
位
前
五
四

0
ー
前
五
二
九
）
、

Il
が

平
王
（
在
位
前
五
二
八
ー
前
五
一
六
）
↓
平
王
の
王
子
木
と
い
う

組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
時
代
順
と
な
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
各
組
は

I
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
二
章
が
前
、

Il
『平

王
問
鄭
寿
平
王
与
王
子
木
』
二
章
が
後
と
い
う
配
置
で
あ
り
、
は

じ
め
に
置
か
れ
た
『
荘
王
既
成
』
章
の
冒
頭
四
字
を
篇
題
と
し
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
篇
題
「
荘

王
既
成
」
は
、

I
の
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
の
み
な
ら
ず
、

Il
の
『
平
王
問
鄭
寿
平
王
与
王
子
木
』
を
も
包
括
し
た
、
荘
王
に

は
じ
ま
る
楚
王
故
事
集
の
標
題
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ

(37) 



っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。

一
方
、
冊
書
と
し
て
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
ご
と
く
『
荘

王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
二
章
に
比
し
て
『
平
王
問
鄭
寿
平
王
与

王
子
木
』
二
章
の
間
に
顕
著
な
簡
長
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、

I
と
II
と
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
編
綴
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
考
慮
さ
れ
る
（
注
7
)

。
た
だ
し
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
と

『
平
王
問
鄭
寿
平
王
与
王
子
木
』
と
は
竹
簡
を
編
綴
す
る
た
め
の

契
口
が
ほ
ぼ
同
位
置
に
あ
り
、
簡
長
の
相
違
も
十
分
に
同
冊
と
見

な
し
得
る
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
末
尾
[
別
表
]
参
照
）
、

ー
と

II
と
が
一
冊
に
編
綴
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
な
お
否
定
し
が

た
い
。
こ
の
よ
う
に
現
時
点
で
は
、
四
章
が
冊
書
と
し
て
ど
の
よ

I , I 

『
平
王
問
鄭
寿
』
章

I
I
[
『
平
王
与
王
子
木
』
章

篇
題
「
荘
王
既
成
」

『
荘
王
既
成
』
章

I
[
『
申
｀
臣
霊
王
』

[
図
+
]
楚
王
故
事
四
章
の
編
成

木
1
（
符
号
後
）
ー
木
5
ー
木
2
ー
木
3
ー
木
4
ー
寿
7
（符号・白簡）

う
な
構
成
で
あ
っ
た
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
あ
ら
た
め
て
留
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
が
二
章
連

写
の
形
式
を
も
つ
点
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
上
博
楚
簡
の
中
で
、
楚
王
故
事

の
内
容
を
も
つ
文
献
に
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
四
）
』
（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
四
年
）
所
収
の
『
昭
王
毀
室
昭
王
輿
喪

之
牌
』
と
『
束
大
王
泊
旱
』
と
の
二
篇
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
同
様

の
二
章
連
写
の
形
式
を
も
つ
文
献
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
『
昭

王
毀
室
昭
王
与
襲
之
牌
』
で
あ
る
。
本
篇
に
は
篇
題
は
見
え
ず
、

簡
長
は
約
四
十
四
セ
ン
チ
、
編
線
は
三
道
で
、
形
制
面
で
は
相
違

す
る
が
、
『
昭
王
毀
室
』
章
が
簡

1
S
簡
5
、
『
昭
王
与
襲
之

llf』

寿
1
ー
寿
2
ー
寿
3
ー
寿
4
ー
寿
5
ー
寿
6
ー
木
1
（
符
号
前
）

4
（符号後）ーー
5
ー
6
ー
7
|
8
|
9
（符号・白簡）

1
|
2
ー
3
|
4
（符号前）
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章
が
簡

5
S簡
1
0
に
連
続
し
て
書
写
さ
れ
、
両
章
の
間
は
符
号
（
墨

節
）
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
最
後
の
簡
1
0
の
本
文
末
尾
に

は
符
号
（
墨
鉤
）
が
付
さ
れ
、
そ
の
後
は
文
字
の
な
い
空
白
（
白

簡
）
と
な
っ
て
い
る
。
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
が
全
体
で
九

枚
、
『
平
王
問
鄭
寿
平
王
与
王
子
木
』
が
全
体
で
十
二
枚
と
ほ
ぼ

竹
簡
十
枚
前
後
の
分
量
で
あ
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
『
束
大
王
泊
旱
』
は
単
独
の
一
篇
と
見
な
さ
れ
、
竹
簡
二
十

三
枚
か
ら
な
り
、
簡
長
も
現
在
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
上
博
楚
簡
の

中
で
は
最
も
短
い
約
二
十
四
セ
ン
チ
の
短
簡
に
書
写
さ
れ
て
い
る

な
ど
、
同
じ
楚
王
故
事
に
お
い
て
も
系
列
を
異
に
す
る
よ
う
で
あ

る。
限
定
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
分
析
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
公
表
さ
れ
た
楚
王
故
事
四
篇
の
う
ち
三

篇
に
同
じ
二
章
連
写
の
形
式
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
定
式
化
さ

れ
た
書
写
形
態
の
一
っ
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
『
昭
王

毀
室
昭
王
与
興
之
雁
』
の
文
字
に
は
『
平
王
与
王
子
木
』
（
字
体

B
)
の
よ
う
な
、
不
安
定
な
結
構
も
つ
稚
拙
な
様
相
が
看
取
さ
れ
、

字
体
面
に
お
い
て
も
類
似
し
た
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
楚
王
故
事
は
、
楚
の
王
室
に
か
か
わ
る
子
弟
教
育
に
使
用
さ
れ

た
も
の
と
見
な
さ
れ
て
お
り
（
社
8
)

、
今
後
は
こ
う
し
た
文
献
的
性

格
と
字
体
や
書
写
形
式
と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
も
考
察
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

注(
1
)
李
学
勤
「
読
上
博
簡
《
荘
王
既
成
》
両
章
筆
記
」
(
「
C
o
n
f
u
c
i
u
s
2
0
0
0
」

網
、
二

0
0
七
年
七
月
十
六
日
）
参
照
。

(
2
)
沈
培
氏
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
『
平
王
問
鄭
寿
』
は
『
平
王
与
王
子
木
』

簡
1
冒
頭
の
「
智
」
字
で
完
結
し
、
そ
の
右
下
に
付
さ
れ
た
符
号
は

章
末
符
号
と
理
解
さ
れ
る
（
後
掲
[
図
八
]
参
照
）
o

こ
の
符
号
は
部

分
的
に
墨
が
剥
落
し
て
、
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
簡
4
の
よ
う

な
明
瞭
な
鉤
型
を
確
認
し
が
た
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
前
後
の
区

分
を
表
示
す
る
機
能
を
も
つ
こ
と
は
、
そ
れ
に
続
く
約
二
字
分
の
空

白
か
ら
も
疑
問
の
余
地
は
な
い
。

(
3
)

同
様
の
「
弗
」
の
用
例
と
し
て
、
例
え
ば
『
飽
叔
牙
輿
阻
朋
之
諫
』

簡
5

「
（
百
）
姓
皆
怨
憎
、
奄
然
将
喪
、
盛
剃
紺
f

。
親
臣
雖
欲
諫
、
又

不
得
見
、
公
泊
弗
察
。
人
之
生
三
、
食
色
息
。
…
・
:
」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
逆
に
、
類
似
し
た
表
現
で
動
詞
の
後
ろ
に
賓
語
を
も
つ
「
不
」

の
用
例
に
は
、
『
平
王
与
王
子
木
』
簡
4

「
知
酪
不
蓋
、
臨
不
終
、
国

子
不
知
麻
。
王
子
不
得
君
楚
邦
、
或
不
得
」
が
あ
る
。

(

4

)

[

図
八
]
に
は
そ
れ
ぞ
れ
各
一
例
を
掲
げ
た
が
、
こ
れ
以
外
の
以
下

の
諸
例
に
つ
い
て
も
同
様
の
状
況
が
指
摘
さ
れ
る
。

「
智
」
字
：
．．．． 

『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
簡
6

（
重
見
）
、
『
平
王

与
王
子
木
』
簡
4

（
重
見
）

「
壽
」
字
：
：
：
『
平
王
問
鄭
寿
』
簡
1
.
2
.
4
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「
紺
」
字
…
…
『
平
王
与
王
子
木
』
簡
五
（
三
見
）

(
5
)
『
平
王
与
王
子
木
』
簡

1
冒
頭
の
「
智
」
字
に
つ
い
て
、
陳
偉
「
読

《
上
博
六
》
条
記
」
（
「
簡
吊
」
網
、
二

0
0
七
年
七
月
九
日
）
は
、

篇
題
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
上
述
の
字
体
分
析
の

結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
文
の
直
前
に
位
置
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

篇
題
の
み
は
別
人
が
書
い
た
と
い
う
、
き
わ
め
て
不
自
然
な
状
況
を

想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
内
容
・
形
制
の
両
面
に
お
い
て
共

通
性
を
示
す
三
篇
（
四
章
）
の
う
ち
、
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』

と
『
平
王
与
王
子
木
』
と
の
篇
題
の
形
式
が
異
な
る
点
に
つ
い
て
も

説
明
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
篇
題
説
は
成
立
し
が
た
い
。

(
6
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
郭
永
乗
「
関
千
《
競
建
》
和
《
飽
叔
牙
》

的
字
体
問
題
」
（
「
簡
吊
」
網
、
二

0
0
六
年
三
月
五
日
）
に
詳
細
な

分
析
が
あ
る
。

(
7
)
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
と
『
平
王
問
鄭
寿
平
王
与
王
子
木
』

と
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
編
綴
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
『
平
王

問
鄭
寿
平
王
与
王
子
木
』
に
は
篇
題
が
付
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い

う
疑
問
点
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
あ
く
ま
で
も
臆
測
の
域
を
出
な
い
が
、

上
述
の
ご
と
く
篇
題
「
荘
王
既
成
」
が
当
該
の
簡
冊
の
ジ
ャ
ン
ル
を

示
す
符
牒
の
役
割
を
も
ち
、
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
複
数
の
冊
書

が
一
括
り
で
保
管
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
冊

書
に
篇
題
が
付
さ
れ
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
の

『
昭
王
毀
室
昭
王
与
爽
之
牌
』
や
『
束
大
王
泊
旱
』
に
篇
題
が
見
え

な
い
点
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
状
況
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
上
博
楚
簡
に
お
け
る
篇
題
の
機
能
と
い
う
点
か
ら
、

あ
ら
た
め
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

(
8
)
陳
偉
「
《
昭
王
毀
室
》
等
三
篇
的
幾
個
問
題
」
（
『
出
土
文
献
研
究
』

第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
五
年
）
、
湯
浅
邦
弘
「
太
子
の

「
知
」
ー
上
博
楚
簡
『
平
王
与
王
子
木
』
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四

十
五
号
、
二

0
0七
年
）
参
照
。

[
付
記
―
]

本
稿
は
平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
(
C
)
)

「
戦
国

簡
韻
文
字
の
地
域
差
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
（
課
題
番
号

2
0
5
2
0
3
8
6
)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

[
付
記
二
]

本
稿
は
『
国
際
学
術
研
討
会
ー
東
ア
ジ
ア
文
化
の
発
生
・
変
遷
•
交
流

ー
予
稿
集
』
（
台
湾
・
致
遠
管
理
学
院
、
二

0
0
八
年
十
月
二
十
五
日
）
お

よ
び
武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
「
簡
吊
」
網
（
二

0
0
八
年
十
一
月
十
五

日
）
に
発
表
し
た
中
文
版
「
別
筆
和
篇
題
ー
《
上
博
（
六
）
》
所
収
楚
王
故

事
四
章
的
編
成
ー
」
に
も
と
づ
く
。
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簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡， 8 7 6 5 4 3 2 1 
簡

゜
w w 

゜゚ ゜゚ ゜
w 長

゜
w w w 

゜
c,., 

゜
w ゃ

＾ 00 ベ つ`

｀ 
ベ en en ←一‘ cc cm 

ヽ

頂 頂 頂 頂 頂 頂 頂 頂 頂
端 端 端 端 端 端 端 端 端
I 

上
I 

上上上上
I 

上上 上 上
契 契 契 契 契 契 契 契 契
口 口 口 口 口 口 口 口 口

｀ ` ` 
;-Cl :-0 “つ

｀ 
00 :-0 

ジジジ， w ゜c,.:, ジ， ／ ／ ／ 
簡上 上 上 上 上 上 上 上 上

契 契 契 契 契 契 契 契 契 端

口 口 口 口 口 口 口 口 口
契I I I I I I I 

t 
I 

羹下 下
下 下 下
羹
下 口

契 契 契 契 契 契 間
口 口 口 口 口 口 口 口 口 距
ト—•ヽ >-' ....., トー』 ..... ...... トー ...... トー‘

C.ll 01 CJl CJ1 a, 01 en 01 CJl 

＾ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ cm ヽ
下 下 下 羹羹下 羹羹

下
契 契 契 契 契
口 口 口 口 口 口 口 口 口
I I I 

崖
I I I I I 

尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾
端 端 端 端 端 端 端 端 端

“ ~ :D つ`

｀ 
つ`

｀ 
~ ~ 

,is. 

゜
en CJl c.n w 

゜
tv 

゜

11 24 22 24 25 22 26 26 26 
字
数

[
別
表
]
『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊
王
』
『
平
王
問
鄭
寿
』
『
平
王
与
王
子
木
』
形
制
表
（
分
篇
・
排
列
は
原
釈
に
よ
る
）

『
荘
王
既
成
申
公
臣
霊

（簡
1
ー
簡
4
上
段

「
荘
王
既
成
」
／
簡
4
下
段
ー
簡
9

「申公臣霊王」）

＇ 
平 平 申：＇荘
王 王 公：王
与 問 臣： 既成 名
王 鄭 奎平 ＇ ＇ 称
子 寿 王：
木 ＇ ＇ 

＇ ， 
簡

， 
5 7 5:， 4 

数

＇ w 

゜
〇,w 

w 

゜
C,..v• 'IvJ • 

cr,' ...... 
簡

゜s : s w 長w'w 
N • W'I• C.V 

t.O : co 
， 

雷雷両：両 塁道：道

: : 斉平： 平斉 簡端
簡
1 

9， ゴ自ヒ

’面

五篇王
喜
題

・． ~ 
， ， ， 
＇ ＇ ， 
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簡 簡 簡 簡 簡
5 4 3 2 1 

簡
c,o 

゜
w 

゜
w 長

゜゚
w 

゜゚ ＾ cm ~ 
頂 頂 頂 頂 頂
端 端 端 端 端
I I I I I 

上 上 上 上 上
契 契 契 契 契
口 口 口 口 口

“ “つ :0 つ` '.-" CJl CJ1 

゜
c.n 01 

／ ／ ／ ／ ／ 
簡上 上 上 上 上

契 契 契 契 契 端

口 口 口 口 口
契I I I I I 

下 下 下 下 下 口
契 契 契 契 契 間
口 口 口 口 口 距
>-' ..... ,_、 >-" ...... 
c,, en CJl CJ1 ()1 

＾ ／ ／ ／ ／ ／ cm ヽ
下 下 下 下 下
契 契 契 契 契
口 口 口 口 口
I I I I I 

尾 尾 尾 尾 尾
端 端 端 端 端
CX) ?=' 0::, ?' 0)  
01 CJl en 01 。

23 22 23 27 22 字
数

『平王与王子木』

簡 簡 簡 簡 簡 簡 簡
7 6 5 4 3 2 1 

簡
w 長w 

゜゚ ゜゚ ゜
w 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ＾ ~ cm 
ヽ

I 

頂 頂 頂 頂 頂 頂 頂
端 端 端 端 端 端 端
I I 

上上
I 

上上上 上 上
契 契 契 契 契 契 契
口 口 口 口 口 口 口

“ ⇔ 

｀ 
や '.-" ~ ~ 

C.ll CJl (J1 ， m ？ ？ ／ ／ ／ ／ 
簡上 上 上 上 上 上 上

契 契 契 契 契 契 契 端

口 口 口 口 口 口 口
契I I I I I I I 

下 下 下 下 下 下 下 口
契 契 契 契 契 契 契 間
口 口 口 口 口 口 口 距,-, ...... トー‘ ...... >-' t-' ...... 
CJ1 CJ1 ， ， 01 ジ， ＾ ／ ／ ／ cm 

ヽ

下 下 下 下 下 羹羹契 契 契 契 契
口 口 口 口 口 口 口
I I I I 

嵐
I I 

尾 尾 尾 尾 尾 尾
端 端 端 端 端 端 端
co ?O co ?'.' ゃ ク ?O 
ベ c:n c.n c.n en 。c.n 

9 28 28 28 27 27 26 字
数

『
平
王
問
鄭
寿
』
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